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ご入学・ご入園おめでとうございます



　4 月 3 日、観月台文化センター
で、国見町と桜の聖母短期大学の
間で連携協定を締結しました。
　今回の域学連携は大学と連携す
ることで、大学生と大学教員が地
域の現場に入り、地域の住民や
NPO などとともに、地域の課題
解決や地域づくりに継続的に取り
組み、地域の活性化及び地域の人
材育成を目的としています。

　具体的には次のとおりです。
●「食育」
　・幼小中一貫教育のまち
　・農業が主産業のまち　など
　町の特性を活かし、子どもたち
に「食」や「食材」の大切さにつ
いて考える場を設けていきます。
●「産業振興」
　平成 28 年度整備予定の道の駅

（仮称：里まち文化ステーション）

で提供する町の特産品や農産物を
使用したメニュー開発など産業の
振興につなげていきます。
　また、ママさん世代を応援する
コーナーで、子どもたちとともに
子育てを考え、幸せ感をみつける
ためのプログラムを開発していき
ます。

締結式で協定書交わす太田久雄町長と遠藤静子学長

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
を
目
指
し
ま
す

○
平
成
26
年
４
月
１
日
　
企
画

情
報
課
に
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
見
町
は
、
国
の
指
定
史
跡

「
阿
津
賀
志
山
防
塁
」、「
石
母

田
供
養
石
塔
」、
国
登
録
有
形

文
化
財
の
奥
山
家
住
宅
に
代
表

さ
れ
る
歴
史
的
遺
産
が
多
数
あ

る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
こ
れ

ら
の
「
歴
史
」
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
4

月
か
ら
企
画
情
報
課
に
歴
史
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
を
設
置
し
、

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歴史的風致とは
　「歴史的風致」とは、歴史や伝統を受け継

いできた人々の活動と、そこにある歴史的な

建物と市街地がつくりだす、風情や情緒のこ

とをいいます。

歴史的な建物（ハード）とそこで営まれる人々

の活動（ソフト）が一体となった概念です。

皆さんが知っている、地域の歴史・伝統を教えてください
　町では、現在計画策定に向けて、町内の様々な
地域の歴史・伝統・習慣の調査を行っています。
　皆さんのご存知のことを、ぜひ教えてください。
　例えば・・・
　・うちの家には、祖父の時から伝わる古文書が
　　ある。

　　・この地区には特有の習慣がある。
　　・何に使用したかわからないが大事に保管
　　　されている物がある。

◆連絡先　歴史まちづくり推進室
　　　　　　☎ 585-2967

第１回国見町歴史まちづくりシンポジュウム
■テーマ　　　「歴史を活かした国見町のまちづくり」
■日　時　　　6 月 8 日日午後 1 時 30 分から午後 5 時
■会　場　　　観月台文化センター　大研修室
■講　師　　　平井太郎弘前大学准教授
　　　　　　　杉本洋文東海大学教授
■募集・定員　申込み不要　100 人
■問い合わせ　歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967　

○
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
）
と

は
　

平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
た

「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

の
維
持
向
上
に
関
す
る
法
律

（
略
称
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」

に
基
づ
く
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
国
が
認
定
す
る

も
の
で
、
法
律
上
の
特
例
措
置

や
各
種
事
業
に
よ
る
支
援
が
受

け
ら
れ
ま
す
。東
北
で
は
弘
前
、

鶴
岡
、
多
賀
城
、
白
河
の
４
市

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
・
人

づ
く
り
へ

　

こ
の
計
画
策
定
の
中
で
、
国

見
町
の
生
い
立
ち
や
歴
史
と

人
々
の
暮
ら
し
ま
で
掘
り
起
こ

し
、
国
見
町
に
住
む
私
た
ち
の

「
誇
り
」
を
確
立
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の

住
む
国
見
町
に
さ
ら
な
る
魅
力

が
加
わ
り
、
輝
き
を
増
す
よ
う

策
定
を
進
め
ま
す
。

国の指定史跡「阿津賀志山防塁」

国登録有形文化財の奥山家住宅

無形民俗文化財の太々神楽 国見町を知る
　4 月 25 日に桜の聖母短期大学の学生に国
見町を紹介しました。町の歴史や文化、また
主産業である農業について町職員から説明し
ました。今後は連携協定に基づき、特産品や
メニュー開発、町の各種イベントへの参加な
どを通して、地域づくりや人づくりを進めて
いきたいと考えています。
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国
見
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
助
成
事
業

第
10
回
「
国
見
町
桜
の
う
た
」
表
彰
式
・
記
念
講
演
会

大
賞隣と

な
り
や屋
の

さ
く
ら
の
花
の

見
ゆ
る
ま
で

ベ
ッ
ト
起
こ
し
て

嫂あ
ね

の
髪
つ
む

　
　
一
般
の
部
　
菅
野
　
福
江

桜
に
は

思
い
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
る

だ
か
ら
咲
く
ん
だ

み
ん
な
の
た
め
に

　
　
学
生
の
部
　
髙
橋
　
　
峻

一
般
の
部

準
賞満

開
の

桜
の
枝
を

手
繰
り
寄
せ

動
け
ぬ
父
の

顔
に
触
れ
さ
す

　
　
宍
戸
　
富
美
子

ふ
る
里
に

戻
れ
ぬ
ま
ま
に

逝
き
し
友

桜
の
写
真

し
か
と
抱
き
て

　
　
岡
崎
　
征
子

町

長

賞
遠
藤
真
理
子

議
会
議
長
賞
斎
藤　
　

一

教

育

長

賞
川
瀬　

幸
子

選

 

者

 

賞
松
浦　

恭
子

民

報

社

賞
丹
治　

廣
子

民
友
新
聞
社
賞
平
林　

丈
彦

さ 

く 

ら 

賞
佐
藤　

好
一

さ 

く 

ら 

賞
藤
林　

正
則

さ 

く 

ら 

賞
岩
崎　

雄
大

さ 

く 

ら 

賞
二
階
堂
易
子

さ 

く 

ら 

賞
齊
藤
せ
つ
子

さ 

く 

ら 

賞
飯
塚　

和
子

さ 

く 

ら 

賞
松
川
千
鶴
子

さ 

く 

ら 

賞
二
瓶　

み
や

さ 

く 

ら 

賞
種
綿　

菜
摘

さ 

く 

ら 

賞
伊
藤　

保
次

さ 

く 

ら 

賞
菱
沼　

そ
の

さ 

く 

ら 

賞
緑
川　

春
男

さ 

く 

ら 

賞
熊
井　

深
雪

さ 

く 

ら 

賞
中
村   

ケ
イ

さ 

く 

ら 

賞
叶
谷　

守
久

さ 

く 

ら 

賞
渡
邉
ふ
み
子

さ 

く 

ら 

賞
高
橋　

俊
光

さ 

く 

ら 

賞
山
内
リ
キ
子

さ 

く 

ら 

賞
髙
田　

優
子

さ 

く 

ら 

賞
渡
辺　

毬
子

さ 

く 

ら 

賞
岡
田　
　

稔

さ 

く 

ら 

賞
宇
野　

邦
久

さ 

く 

ら 

賞
阿
部
百
合
子

さ 

く 

ら 

賞
草
野　

昌
子

さ 

く 

ら 

賞
梅
津　

礼
子

さ 

く 

ら 

賞
森
谷　

克
子

さ 

く 

ら 

賞
鴨
志
田
和
枝

さ 

く 

ら 

賞
和
泉
ま
さ
江

さ 

く 

ら 

賞
貝
田
ひ
で
を

さ 

く 

ら 

賞
霜
山
ミ
エ
子

さ 

く 

ら 

賞
高
橋　

幸
子

学
生
の
部

準
賞ま

た
一
つ

思
い
出
増
え
て

観
る
桜

新
し
い
時

刻
ん
で
ゆ
く
よ

　
　
橋
浦
　
史
郁

桜
桃

花
び
ら
た
ち
が

リ
レ
ー
す
る

私
の
明
日

今
日
よ
り
か
が
や
け

　
　
渡
辺
　
一
華

町

長

賞
山
田　

晃
大

議
会
議
長
賞
羽
根
と
も
み

教

育

長

賞
加
藤　

諒
真

選　

者　

賞
後
藤　

星
渚

民

報

社

賞
横
手　

玲
香

民
友
新
聞
社
賞
八
島　

遼
馬

さ　

く　

ら　

賞
飛
田
紗
江
香

さ　

く　

ら　

賞
大
橋
恵
里
花

さ　

く　

ら　

賞
松
本　
　

渚

さ　

く　

ら　

賞
浦
野　

幸
奈

さ　

く　

ら　

賞
菅
野　

真
央

さ　

く　

ら　

賞
紺
野
沙
也
加

さ　

く　

ら　

賞
柴
田　

栞
那

さ　

く　

ら　

賞
川
村　

真
未

さ　

く　

ら　

賞
菅
野　

和
奏

さ　

く　

ら　

賞
橘　
　

知
里

さ　

く　

ら　

賞
梅
岡　

未
来

さ　

く　

ら　

賞
松
葉　

歩
実

さ　

く　

ら　

賞
真
壁　

華
菜

さ　

く　

ら　

賞
今
村　

円
香

さ　

く　

ら　

賞
松
川　
　

希

さ　

く　

ら　

賞
新
田
あ
つ
み

さ　

く　

ら　

賞
浅
野　

壱
斗

さ　

く　

ら　

賞
赤
沼　

大
輔

さ　

く　

ら　

賞
武
内　

優
音

さ　

く　

ら　

賞
髙
橋　

龍
二

さ　

く　

ら　

賞
鈴
木　

未
来

さ　

く　

ら　

賞
佐
藤　

愛
椛

さ　

く　

ら　

賞
藤
原　

琥
珀

さ　

く　

ら　

賞
多
田　

博
人

さ　

く　

ら　

賞
佐
藤　

悠
理

さ　

く　

ら　

賞
本
多　

結
菜

さ　

く　

ら　

賞
斎
藤　

脩
暉

さ　

く　

ら　

賞
原　
　

大
翔

さ　

く　

ら　

賞
佐
藤　

惺
弥

さ　

く　

ら　

賞
星　

龍
之
介

さ　

く　

ら　

賞
渡
辺　

乙
葉

さ　

く　

ら　

賞
松
浦　

理
央

さ　

く　

ら　

賞
佐
藤　

大
雅

さ　

く　

ら　

賞
阿
部　

将
尚

さ　

く　

ら　

賞
岩
佐　

成
真

さ　

く　

ら　

賞
阿
部
申
太
郎

さ　

く　

ら　

賞
渡
辺　

凪
沙

さ　

く　

ら　

賞
吉
田　

佑
亮

さ　

く　

ら　

賞
松
浦
奈
未
姫

さ　

く　

ら　

賞
松
浦　

智
美

さ　

く　

ら　

賞
齋
藤　

琴
弥

さ　

く　

ら　

賞
松
浦　
　

文

さ　

く　

ら　

賞
阿
部　

侑
華

さ　

く　

ら　

賞
佐
藤　

優
空

さ　

く　

ら　

賞
野
崎　

友
結

「
和
合
亮
一
記
念
講
演
会
」

　

第
10
回「
国
見
町
桜
の
う
た
」

の
記
念
講
演
と
し
て
、
表
彰
式

後
に
国
見
小
学
校
校
歌
を
作
詞

さ
れ
た
和
合
亮
一
さ
ん
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
１
０
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　

和
合
さ
ん
は
、
国
見
小
学
校

の
校
歌
を
作
詞
す
る
た
め
に
、

仕
事
帰
り
に
何
度
も
小
学
校
を

訪
れ
、
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ

た
こ
と
、
初
め
は
「
国
見
国

見
」
と
繰
り
返
す
校
歌
は
く
ど

い
か
と
思
わ
れ
た
が
、
児
童
が

歌
う
の
を
聴
き
、
間
違
い
で
は

な
か
っ
た
、
な
ど
校
歌
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
笑
い
を
交

え
な
が
ら
講
演
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
和
合
さ
ん
か

ら
「
つ
ぼ
み　

つ
ぼ
み
」
と
言

う
詩
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

あ
な
た
の　

心
の
中
に　

桜
の
樹
が
あ
る　

風
に
吹
か
れ

て
い
る　

そ
し
て　

少
し
ず
つ　

そ
の　

つ
ぼ
み
を　

開
こ
う
と

し
て
い
る　

だ
か
ら　

ゆ
っ
く
り
と　

そ
れ

を
見
つ
め
る
と
い
い　

涙
を
隠
し
て
は
い
け
な
い　

心
を
隠
し
て
は
い
け
な
い

　

筝
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
が
流

れ
る
中
、
力
強
く
、
そ
し
て
優

し
く
和
合
さ
ん
が
朗
読
さ
れ
、

会
場
は
満
開
の
桜
の
木
の
下
に

い
る
よ
う
な
温
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。　

桜
に
思
い
を
託
し
て

　

実
行
委
員
長　

渡
邊
ア
ヤ
子

　

平
成
17
年
、
国
見
町
古
典
鑑

賞
会
の
会
長
で
あ
る
高
橋
幸
子

さ
ん
（
第
１
回
実
行
委
員
長
）

に
、
町
の
方
か
ら
「
お
金
を
か

け
な
く
て
も
国
見
町
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
催
し
は
な
い
か
」
と

の
話
が
あ
り
、
古
典
鑑
賞
会
の

女
性
達
が
中
心
と
な
っ
て
「
桜

の
う
た
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

町
の
協
力
と
実
行
委
員
・
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

支
え
ら
れ
10
回
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
年
間
に
寄
せ
ら
れ
た
短
歌

は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

町
内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら

１
万
８
千
首
を
超
え
ま
し
た
。

そ
の
一
首
一
首
が
桜
を
愛
で
、

桜
に
思
い
を
託
し
、
桜
の
傍
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
紡
が
れ

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
日
本
人
の
「
お
も
て

な
し
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
「
桜
の
う
た
」
表
彰

式
は
ま
さ
に
お
も
て
な
し
の
心

そ
の
も
の
。
入
選
し
た
短
歌
を

一
人
一
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

映
し
出
し
、
内
池
和
子
さ
ん
の

透
き
通
っ
た
声
で
読
み
上
げ
る

中
、
美
し
く
趣
向
を
凝
ら
し
た

表
彰
状
を
授
与
。
会
場
に
は
入

選
作
品
を
し
た
た
め
た
色
紙
や

短
冊
が
飾
ら
れ
、
隅
々
ま
で
行

き
届
い
た
心
配
り
。
参
加
し
た

方
全
員
が
例
外
な
く
感
激
し
て

帰
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て

小
学
校
へ
の
短
歌
出
前
教
室
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
講

座
で
短
歌
の
お
も
し
ろ
さ
、
楽

し
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
少

し
で
も
多
く
の
皆
様
の
心
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
幸
い

で
す
。

　

４
月
13
日
、
桜
が
満
開
の
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
10
回
目

を
数
え
る
桜
の
う
た
実
行
委
員

会（
渡
邊
ア
ヤ
子
実
行
委
員
長
）

に
よ
る
「
国
見
町
桜
の
う
た
」

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
第
10
回
の
記
念
の
年
で

も
あ
り
、
表
彰
式
の
後
に
は
和

合
亮
一
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

一般部大賞の菅野福江さん

詩の朗読をされる和合亮一さん
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平成 26年度町内会長会議・

　町内会長連絡協議会総会

　4 月 16 日、観月台文化センターで平成 26 年
度町内会長会議が開催され、64 人の皆さんに町
内会長を委嘱しました。

小

坂

斎
藤　

金
夫

太
田
川

斎
藤　

正
雄

前

田

安
藤　

正
晴

板

橋

阿
部　

良
三

板
橋
南

蒲
倉　
　

孝

泉
田
上

藤
原　

碩
述

泉
田
中

大
内　

一
郎

泉
田
下

安
齋　

弘
三

鳥

取

佐
藤　

洋
一

内
谷
西

赤
坂　
　

齋

内
谷
東

佐
藤　

清
二

駅

前

黒
田
加
津
臣

錦

町

花
井　
　

忠

大
町
南

遠
藤　

政
勝

大
町
北

鈴
木　

周
一

本

町

後
藤　

邦
彦

宮
町
南

佐
藤　

辰
雄

宮
町
北

奥
山　
　

宏

藤
田
宮
前

管
野　

博
美

藤
田
光
陽

宍
戸　

三
男

町

東

佐
藤　

幸
輔

宮

東

髙
橋　

正
夫

鶉

町

八
島　
　

毅

上

野

南　
　

良
祐

石
母
田
東

佐
藤　

金
宏

石
母
田
表

佐
藤　

喜
平

石
母
田
北

阿
部　

泰
藏

石
母
田
原

宍
戸　

昭
一

石
母
田
西

吉
田　
　

磐

山
崎
北

髙
橋　

善
勝

滝

山

宍
戸　
　

明

小

林

八
島　

英
雄

山
崎
舘

髙
橋　

弘
信

山
崎
小
舘

安
藤　

典
夫

山
崎
宮
舘

冨
田　

英
雄

山
崎
沢
田

井
砂　

研
二

宮

前

遠
藤　

久
江

源
宗
山
東

奥
山　

廣
一

源
宗
山
西

秦　
　

玖
次

源
宗
山
北

尾
形　

孝
一

大

坂

菅
野
善
一
郎

山
崎
耕
谷

吉
田　

俊
江

第

１

多
勢　

恒
明

第

２

佐
藤　

武
夫

第

３

佐
藤　

正
春

第

４

吉
田　

吉
夫

徳
江
北

小
野　

智
義

第

７

徳
江　
　

昇

第

８

佐
野　
　

守

第

９

實
沢　

勝
範

第

10

菊
地　

博
正

第

11

菊
地　

誠
一

第

12

菊
地　

安
司

貝

田

阿
部　

初
男

光
明
寺

渋
谷　

福
重

高

城

志
村　

孝
明

大
木
戸

志
村　

良
男

山

根

浅
野　

富
男

錦

町

佐
藤　

金
一
５
年

宮
町
北

古
川　

比
司
６
年

鶉

町

佐
久
間
利
信
４
年

石
母
田
表

市
川　

忠
明
２
年

石
母
田
北

宍
戸　

喜
蔵
２
年

山
崎
小
舘

中
村　

洋
平
８
年

平
成
26
年
度
町
内
会
長（

敬
称
略
）

藤
田
地
区

小
坂
地
区

森
江
野
地
区

大
木
戸
地
区

原

町

荒
川　

一
男

築

舘

松
浦　

幹
男

並

柳

松
浦　

常
雄

中

部

遠
藤　

正
芳

北

部

佐
藤
長
太
郎

川

内

鈴
木　

節
朗

大
枝
地
区

退
任
さ
れ
た

町
内
会
長
に
感
謝
状

　

町
内
会
長
会
議
で
は
、

町
内
会
長
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
退
任
さ
れ
た

方
へ
太
田
久
雄
町
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長

佐
藤　

清
二

副
会
長

後
藤　

邦
彦

会　

計

菊
地　

安
司

理　

事

黒
田
加
津
臣

　

〃

佐
藤　

金
宏

　

〃　

髙
橋　

弘
信

　

〃

安
藤　

典
夫

　

〃

安
藤　

正
晴

　

〃

菊
地　

博
正

　

〃

渋
谷　

福
重

　

〃

鈴
木　

節
朗

監　

事

松
浦　

常
雄

　

〃

阿
部　

初
男

町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
長
に
佐
藤
清
二
さ
ん

　

町
内
会
長
会
議
に
続
き

開
催
さ
れ
た
町
内
会
長
連

絡
協
議
会
総
会
で
、
次
の

と
お
り
役
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

山
崎
宮
舘

吉
田　

輝
雄
３
年

太
田
川

一
條　

善
助
４
年

泉
田
中

佐
藤　

精
市
５
年

第

１

佐
久
間
正
弘
２
年

第

２

野
口　
　

久
６
年

第

４

石
川　

忠
秋
１
年

第

10

菊
地　

克
之
１
年

第

11

高
橋　

敏
夫
１
年

第

12

佐
藤　

信
成
２
年

高

城

八
島　

義
信
２
年

川

内

鈴
木　
　

薫
３
年

新しく町内会長に委嘱されたみなさん

勤
続
年
数

　４月 23 日、観月台文化センターで平成 25 年 11
月に退任された前民生児童委員松浦惣一さん（本町）
に対する厚生労働大臣特別表彰の伝達が行われまし
た。松浦さんは、平成７年から 18 年間にわたり民
生児童委員として担当区域内の高齢者の一人暮らし
をはじめ、要援護者の支援に尽力されました。また、
長年の経験を生かし、町民生児童委員協議会の活動
にも積極的に参加し、町民の福祉向上のために活躍
されました。

国
見
小
学
校
校
庭
の

遊
具
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

4
月
30
日
に
行
わ
れ
た
国
見

小
学
校
屋
外
運
動
場
遊
具
完
成

披
露
式
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
会
場
を
体
育
館
に
移
し
て

お
こ
な
い
ま
し
た
。

町の福祉のために
　寄付をいただきました

　4 月 25 日、観月台文化センターで前民生児童委員
の三瓶茂さん（山崎宮舘）に太田久雄町長から感謝
状の贈呈がありました。
　三瓶さんは、平成４年より７期 21 年間にわたり民
生児童委員として、うち３年間は町民生児童委員協
議会会長として活躍されました。退任するあたり「民
生児童委員として活動できたのも皆さんのおかげで
す。少しでも町、福祉の向上に役立ててほしい」と
寄付をされました。

長年の活動に対して
　厚生労働大臣より特別表彰

　

東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故

に
よ
り
、
体
力
が
衰
え
て
い
る

児
童
の
体
力
向
上
が
大
き
な
課

題
で
し
た
が
、
こ
の
度
復
興
庁

の
支
援
を
受
け
、
屋
外
運
動
場

遊
具
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
す
べ

り
台
と
と
も
に
日
本
初
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
複
合
遊
具

「
マ
イ
ロ
」
も
設
置
さ
れ
遊
び

の
幅
も
広
が
り
、
統
合
し
た
国

見
小
学
校
の
教
育
環
境
が
一
層

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

披
露
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

は
、
全
校
児
童
４
５
４
人
の
前

で
、
太
田
久
雄
町
長
、
丸
山
淑

夫
福
島
復
興
局
長
、
八
島
博
正

町
議
会
議
長
、
髙
橋
幸
子
町
教

育
委
員
長
、
そ
し
て
国
見
小
学

校
児
童
代
表
の
、
阿
部
仁き

み
ひ
ろ洋
さ

ん
、
半
沢
譲ま

さ
か
ず一

さ
ん
、
八
島

空た
か
と斗
さ
ん
の
７
人
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
酒
井
隆

志
国
見
小
校
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
、
13
種
類
の
遊
具
を
わ

か
り
や
す
く
披
露
し
ま
し
た
。

　

太
田
町
長
が
「
怪
我
の
無
い

よ
う
に
遊
具
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
丸
山
復
興
局
長
、

八
島
議
会
議
長
の
祝
辞
を
頂

き
、
児
童
代
表
６
年
武
澤
和か

ず
ほ歩

さ
ん
が
「
立
派
な
遊
具
を
造
っ

て
い
た
だ
き
、
大
変
楽
し
み
で

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

丸山淑夫福島復興局長
新しい遊具で遊ぶ児童
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平
成
26
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

4
月
6
日
か
ら
15
日
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
事
故
の
な
い　

明
る
い
未

来
は　

君
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基

本
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を

訴
え
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
、
春
の
交
通
安
全

運
動
の
出
動
式
が
、
福
島
北
警

察
署
桑
折
分
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
動
式
の
後
に
は
、
コ
ー
プ

マ
ー
ト
ふ
く
し
ま
国
見
店
で
交

通
安
全
協
会
や
交
通
安
全
母
の

会
の
皆
さ
ん
が
、
来
店
者
一
人

一
人
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

みんなで交通安全守ります

春の町民
ウォーキング大会

春の交通安全出動式交通事故防止啓発

桜のライトアップ

　

４
月
9
日
、
観
月
台
公

園
の
桜
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
点
灯
式
で

は
、
太
田
久
雄
町
長
が

「
震
災
の
復
旧
・
復
興
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に

合
わ
せ
て
、
岡
崎
長
市
商

工
会
長
、太
田
久
雄
町
長
、

八
島
博
正
議
長
が
点
灯
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
公
園

内
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
夜

の
公
園
に
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。
今
年
は
公
園
内

に
光
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
作

ら
れ
、
多
く
の
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
も
目
だ
け
で
は

な
く
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の

「
国
見
バ
ー
ガ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
」

の
販
売
の
ほ
か
に
土
日
に

は
町
内
外
か
ら
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
出
店
し
、
多
く
の

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
の

お
腹
も
魅
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
春
の
町
民

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
ク

色
の
桃
の
花
が
咲
き
誇
る

６
・
６
㎞
の
コ
ー
ス
を
参

加
者
約
80
人
が
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
見
町
東
部

高
齢
者
等
活
性
化
セ
ン

タ
ー
を
発
着
、
下
二
重
堀

地
内
で
文
化
財
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
中
尊
寺
ハ

ス
に
つ
い
て
、
ま
た
、
Ｊ

Ａ
伊
達
み
ら
い
桃
部
会
の

井
砂
善
栄
さ
ん
か
ら
桃
に

関
す
る
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

準
備
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
後
の
整
理
体
操
で
は

ヤ
ゴ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
齋
藤
指

導
員
か
ら
笑
い
を
交
え
た

指
導
が
あ
り
、
晴
天
の
な

か
、歴
史
や
自
然
に
触
れ
、

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
が
で
き
た
一
日
に

な
り
ま
し
た
。

・農地所有権移転　　　　　　　　 2 件
　　　　  賃貸借　合意解約　　  　4 件

・農地改良行為　  　　　　                1 件
・農地利用集積計画の決定　

5 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。傍
聴におい出ください。
　・日時　　5 月 22 日木　午後 1 時 30 分
　・場所　　観月台文化センター大研修室
　◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890　

　4 月 23 日定例総会が開催され、次のとおり確認されました。

農業委員会の動き

　

４
月
20
日
、
春
日
神
社
例
大

祭
で
町
無
形
民
俗
文
化
財
の

太
々
神
楽
（
保
存
会
佐
藤
清
二

会
長
）
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
猿
田
彦
」「
岩
戸

開
」の
代
表
的
な
舞
な
ど「
十
二

座
」
の
舞
が
笛
や
太
鼓
の
演
奏

に
あ
わ
せ
て
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

太
々
神
楽
は
、
明
治
15
年
に

田
村
地
方
か
ら
伝
わ
り
、
そ
の

内
谷
春
日
神
社
太
々
神
楽後

一
旦
は
途
絶
え
ま
し
た
が
、

伝
統
を
受
け
継
い
だ
楽
人
の
思

い
と
、
小
・
中
学
生
の
育
成
に

よ
り
、見
事
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

太
々
神
楽
保
存
会
は
、
例
大

祭
の
１
カ
月
前
か
ら
練
習
を
始

め
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
、
神
楽
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

時
折
、
桜
の
花
び
ら
が
舞
う

中
、
こ
の
伝
統
的
な
神
楽
を
後

世
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
い

う
楽
人
の
願
い
が
溢
れ
た
力
強

い
舞
が
会
場
の
み
な
さ
ん
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　御神囃しの舞

前日の練習風景

国堅の舞

　

4
月
26
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
町
文
化
財
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
登
録
証

の
交
付
と
公
開
研
修
会
が
教
育

委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
登
録
は
、昨
年
度「
文

化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
を
修
了
し
た
3
人
を
新
た

に
加
え
、
全
21
人
に
岡
崎
忠
昭

教
育
長
か
ら
登
録
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

登
録
証
交
付
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
公
開
研
修
会
で
は
、
長

岡
信
悦
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
朝

日
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
会

理
事
長
）
よ
り
『
山
形
県
朝
日

町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
』を
テ
ー
マ
に
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
日
町
で
は
「
町
全
体
が
博

物
館
、
住
民
ひ
と
り
一
人
が
学

芸
員
（
解
説
・
研
究
を
行
う
職

業
）」（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

を
め
ざ
し
、
平
成
元
年
に
研
究

会
が
発
足
し
て
以
降
、
先
駆
的

な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
住
民
が
主
体
と
な
り
地

域
の
宝
を
発
見
・
発
信
す
る
活

動
に
、
国
見
で
の
可
能
性
を
感

じ
る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

文化財
ボランティア
登録証交付・
公開研修会

〈
事
務
局
・
問
合
せ
先
〉

生
涯
学
習
課

　

☎
５
８
５
‐
２
６
７
６

長岡信悦さん

国
見
町
文
化
財

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
外
の
学
校
・
見
学

団
体
に
対
し
て
、
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
講
演
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
運
営
協
力
を

平
成
20
年
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
の
べ

１
７
０
０
人
に
町
の
魅
力

を
伝
え
る
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
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「復興のあしおと」では、震災からの復旧・復興に

向けた町の取り組みを紹介します

復興 とし
あ おの

　

方　部 事前モニ
タリング

三者打
合　せ

除　染
着　手

除　染
完　了

事後モニ
タリング

藤田方部 362 件 360 件 349 件 315 件 288 件

小坂方部 277 件 144 件 109 件 42 件 19 件

森江野方部 191 件 191 件 188 件 183 件 129 件

大木戸方部 115 件 46 件 32 件 2 件 0 件

大枝方部 129 件 129 件 129 件 129 件 129 件

合　計 1,074 件 870 件 807 件 671 件 565 件

住宅除染の進捗状況（繰越事業）

　住宅除染の実施状況（4 月 30 日現在）を
お知らせします。

森江野 1 号仮置場（1 期工事）完成

　昨年 11 月より整備工事を進めていた、森江野
１号仮置場（徳江字反畑、塚野目字福田前地内）
の１期工事が完成しました。敷地面積は約 5,300
㎡であり、住宅除染で発生する除染土壌などのフ
レキシゴルコンテナ約 4500 袋が収容できます。
タイヤ洗い場や雨水排水路も整備されており、現
在除去土壌等の搬入が開始されており、町が責任
を持って安全に管理します。

　

町
で
は
本
年
度
に
計
画
し
て

い
る
住
宅
除
染
１
５
０
０
戸
の

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
町
内
業

者
16
社
で
組
織
す
る
「
国
見
町

復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
」
と

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
事
業
を
早
期
に

発
注
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
除

染
作
業
の
推
進
と
早
期
完
了
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
木
戸
方
部
に
新
た
な

仮
置
場
候
補
地

住
宅
除
染
１
５
０
０
戸
を
発
注

　

大
木
戸
方
部
で
２
箇
所
目
と

な
る
仮
置
場
候
補
地
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
場
所
は
大
字
大
木

戸
地
内
で
、
こ
れ
に
よ
り
町
内

全
部
で
10
箇
所
、
総
面
積
約
９

㌶
の
用
地
が
確
保
さ
れ
た
こ
と

と
な
り
、
今
後
、
調
査
等
を
経

て
整
備
工
事
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

『
大
字
大
木
戸
字
大
久
保
地
内　

１
・
46
㌶
』

空間線量率が
高さ１ｍで 38％　地表面で 58％の低減　

　住宅除染作業において、空間線量率が作業前と作業後にどのように変化したかを示す低減率を調査しました
のでお知らせします。あくまでも除染作業が早期に終了した藤田・森江野・大枝方部の 250 戸を対象とした第
一次調査となります。

高さ１m 地表面１㎝

除染前 0.304 μ Sv/h 0.456 μ Sv/h

除染後 0.180 μ Sv/h 0.167 μ Sv/h

低減率 38.1％ 57.6％

1 戸あたり 20 ～ 30 地点の平均値を算出し、更に 250 戸
分の平均値を算定。

　自家消費する野菜等（果物、山菜等含）に含ま
れている放射性物質の簡易分析測定については、
これまで 5 品目までと制限していましたが、品目
数の制限なく検査いたします。混雑時には測定結
果の連絡が遅れる場合もありますが、ご理解をお
願いします。食品等の安全・安心のためにご活用
ください。
　申込みの注意点【受付内容】
　①検体は食べられる状態で、できるだけ細かく
　し、450 ｇ以上持参してください。
　②測定結果は測定申込者本人に、電話でお知ら
　せします。
　③印鑑を持参ください。
　◇受付場所：
　　国見町観月台文化センター　地下１階測定室

検査品目数の制限を廃止します
自家消費野菜等放射能濃度検査

空間線量率の推移 　その結果、地表から１m の高さの空間線量率では除染
作業前で平均 0.30 μ Sv/h でしたが、除染作業後 0.18 μ
Sv/h に低下し、低減率は 38.1％（調査地点平均）となり
ました。また、地表面１ｃｍの空間線量率は除染作業前
で平均 0.46 μ Sv/h でしたが、除染作業後 0.17 μ Sv/h
に低下し、低減率は 57.6％（調査地点平均）となりました。

除染の効果は?
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緊急速報（エリア）メール
　自動起動装置を整備しました　
　国見町では、平成 24 年度より町内にいる携帯
電話利用者に災害情報等を伝達するため、㈱ＮＴ
Ｔドコモ、ＫＤＤＩ㈱、ソフトバンクモバイル㈱
の３社が提供する緊急速報（エリア）メールの運
用を開始しましたが、この度、Ｊアラート（全国
瞬時警報システム）で受信する国からの緊急情報
を人手を介さずに自動でメール送信できるシステ
ムを整備し、その運用を開始しました。
緊急速報（エリア）メールの特徴
１．災害情報等を回線混雑の影響を受けずに受信
することができます。しかし圏外や通信中の場合
は受信できません。
２．月額使用料、通信料等を含めて、一切無料で

ファイナンシャルプランナーによる「納税相談会」を実施します
　今年度第１回目のファイナンシャルプランナーによる「納税
相談会」を実施します。
　昨年は 8 月と 11 月に相談会を開催したところ、12 人の方か
ら相談があり、担当したファイナンシャルプランナーから生活
再建のために効果的な提案をいただき、実りある相談会となり
ました。
　ファイナンシャルプランナー（FP）とは、家計や経営の相談
役として、みなさんの収入・支出・資産・債務・保険の保障内
容などをうかがい、「どこかに無駄はないか」「より良いお金の
使い方はないか」を相談者とともに考え、アドバイスをくださ
る方です。
　相談会では、相談内容をもとに家計診断をし、借入金・過払
い金・保険・年金等、税に限らず生活改善のための提案をさせ
ていただくことで、家計全般の見直しができます。
　町では皆さんと一緒に解決方法を考え、支援していきますの

で、一人で悩まず、まずはご連絡くださ
い。
◆日時　平成 26 年 5 月 18 日日　
　　　　午前 9 時から午後 3 時 50 分
◆場所　観月台文化センター　
　　　　2 階　「第 2 会議室」
◆相談員　
　　　　ファイナンシャルプランナー
　　　　遠藤　明彦　氏
◆申込定員　　6 人程度
　　　　　　　（相談時間 1 人 50 分）
　ご希望の方は、事前予約（先着順）を
お願いします。予約は電話でも受付ます。
　◆問い合わせ　税務課収納係
　☎ 585-2780

受信できます。
３．緊急速報（エリア）メールは、町内の対応携
帯電話へ配信する仕組みのため、観光や仕事など
で国見町を訪れた方でも受信できます（町民の方
でも町内にいなければ受信できません）。
　※携帯電話の機種によっては、受信できない機
種（古い機種など）があるとともに、事前に受信
するための設定が必要な機種もあります。不明な
点については、それぞれの携帯電話会社へお問い
合わせください。

◆問い合わせ
　住民生活課住民防災係
　☎ 585-2116

地
域
の
福
祉
を
担
う

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地

域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
地
域
を
見
守
り
、
医

療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子

育
て
の
不
安
、
経
済
的
困
窮
に

よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
相

談
相
手
と
な
り
、
ま
た
専
門
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
皆
さ

ん
の
生
活
を
支
援
し
て
い
ま

す
。地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
、
法
律
上
の
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
上
の

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
れ

ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

−プロフィール−
・代表者　笹木　弘
・活動日　月・水月曜日午後 1 時 30 分から
・主な活動場所　伊達市粟野
　　　　　　　　　梁川パークゴルフ場

・会員数　24 人
・会　費　2000 円 / 年（スポーツ保険代含）
　練習時会場使用料 1 日 200 円

国見町パークゴルフ協会

VOL32
「からん」の音

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
昭
和
58
年

に
北
海
道
幕
別
町
の
公
園
で
発

祥
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
に
は
、
次
の
原
点
が

あ
り
ま
す
。

①
自
然
を
大
切
に
し
て
、
み
ん

な
で
仲
良
く
、
楽
し
く
プ
レ
ー

を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

②
3
世
代
が
交
流
の
で
き
る
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

③
健
康
寿
命
を
長
く
す
る 

（
脳
、
身
体
を
使
う
）

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
は
ボ
ー
ル

一
個
、
ク
ラ
ブ
一
本
あ
れ
ば
誰

で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
通
常
1
コ
ー
ス
9
ホ
ー

ル
×
2
コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
が
ワ

ン
Ｓ
Ｅ
Ｔ
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
は
違
っ
て

カ
ッ
プ
イ
ン
し
た
時
の
、
あ
の

「
か
ら
ん
」
と
い
う
音
が
何
と

も
い
え
ず
、
ま
る
で
タ
イ
ガ
ー

ウ
ッ
ズ
か
、
宮
里
藍
の
よ
う
な

気
分
に
も
な
り
ま
す
。
自
分
と

チ
ー
ム
の
仲
間
で
楽
し
め
あ
え

る
の
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
す
。

　

し
か
し
、
近
く
に
は
練
習
場

所
が
な
く
、
浜
通
り
に
あ
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
ま
で
行
っ
て

練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
伊
達

市
梁
川
町
粟
野
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
現

在
は
伊
達
市
で
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
練
習
場
が
近
く
な

り
、
会
員
は
め
き
め
き
上
達
し

ま
し
た
。

　

協
会
で
は
、
6
月
と
10
月
に

協
会
内
大
会
を
実
施
、
粟
野

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
主
催
の
大
会

に
も
毎
回
参
加
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
競
技
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
は
気
軽
に
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
是
非
見
学
し
て
下
さ
い
。

国
見
小
学
校
４
年
生

鈴木咲千

古山あかり

遠藤優輝 佐藤真沙斗
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　3 月 25 日、観月台文化センターで第 27 回都道府県対抗ジュ
ニアバスケットボール大会に福島県中学生バスケットボール
選抜チーム選手として出場する鈴木耀里さん（現：県北中 3 年）
に、太田久雄町長（青少年育成町民会議会長）から奨励金が
交付されました。

町消防団
　鹿島神社で無火災祈願

青少年育成町民会議　奨励金交付
　～　全国の大舞台で活躍　～

笑顔も一緒に
　お弁当配達

小型動力ポンプ付積載車
　第３分団第３部に交付

　4 月 13 日、観月台文化センターで国見町消防団第 3 分団第
3 部（塚野目）の小型動力ポンプ付積載車の交付式が、行われ
ました。太田久雄町長から鈴木耕治消防団長に対し目録が手
渡され、佐藤浩信第 3 分団長が謝辞を述べました。消防車両
の更新により町の消防力が強化されることになりました。

　4 月 6 日、鹿島神社で国見町消防団による無火災祈願が、太
田久雄町長、鈴木耕治消防団長をはじめとする幹部団員参列
のもと行われました。太田町長、鈴木団長が玉串をささげ、
参列した消防団員は町内の無火災を祈り、予防消防に努める
ことを誓いました。

　3 月 27 日、ＪＡ伊達みらいふれ愛グループさくら会が、町
内に住む 76 歳以上の一人暮し、81 歳以上の二人暮らしの高
齢者世帯にお弁当の配達を行いました。さくら会の宅配ボラ
ンティアさんが一軒一軒まわり、言葉を交わしながらお弁当
を渡しました。皆さん「ありがとう」「待っていたよ」と笑顔
でお弁当を受けとりました。ふれ愛グループから心のこもったお弁当

県選抜チームで健闘を誓う鈴木さん

町内の無火災を願って

第 3 分団第 3 部に交付された小型動力ポンプ付積載車

　4 月 19 日、観月台文化センターで町体育協会総会が開催さ
れ約 60 人が参加しました。総会後には太田久雄町長の講演が
行われました。今回の講演は会員の希望で初の開催となった
もので「国見町のまちづくり・野球と私の人生」と題し、自
身が野球で学んだ事や経験が今につながっているという話を
されました。

町体育協会総会
　「国見町のまちづくり」

会員の前で講演を行う太田久雄町長

　4 月 20 日、貝田秋葉神社で貝田宿さくら祭りが開催されま
した。当日は子ども山車が旧宿場の町並みをまわり、露店や
大道芸による踊りが披露され、春まつりを多くの人々が楽し
みました。会場では昨年町文化財に指定された「貝田姥神沢
旧鉄道レンガ橋」に関して鉄道愛好家による鉄道写真・模型
の展示も行われ、鉄道のまち貝田の魅力を再発見しました。

　4 月 16・24 日、上野台・大木戸仮設で入居者によるお花見
が行われました。各仮設のお花見会では、入居者が栽培した
野菜を使った手料理や花見団子が振る舞われました。
　会食では、それぞれが飯舘村の話をし「村の桜もきれいだが、
国見の桜も負けないくらいきれいだ」と笑顔で話をしながら
交流を深めていました。

笑顔がいっぱい！！　　

　貝田宿さくら祭り

　4 月 24 日、くにみ幼稚園へＪＡ伊達みらいから「食の共生」
「食農教育」を目的にイチゴのプレゼントがありました。今回

のイチゴは管内各地域で栽培された大粒な「とちおとめ」と
いう品種で、園児たちは甘いイチゴを口いっぱいにほおばり、
配られたイチゴをペロリとたいらげ、元気におかわりをして
いました。

郷土史研究会公開研修会
　「大枝の歴史を語る会」

上野台・大木戸仮設住宅で
　飯館村民のお花見会

石母田財産区議会議員改選

　８人が選出

何個食べれるかな？

子どもたちのお囃子にのって進む山車

　4 月 14 日、観月台文化センターで石母田財産区議会の 4 年
に 1 度の改選に伴なう臨時会が開かれました。会長に髙木万
作さん、副議長に佐藤喜孝さんが選出されました。
　また、議会終了後には、任期満了で退任された松浦勝吉さん、
菊地恒夫さん、菊地忠芳さんに対し管理者である町長から感
謝状が贈呈されました。

講演を行う玉手昭市さん

　4 月 21 日、国見東部高齢者等活性化センターで玉手昭市さ
ん（中部）を講師にむかえ国見町郷土史研究会公開研修会が
開催され、町内外から約 130 人が参加しました。
　玉手さんは、地域の歴史について、古い写真や資料を使い
講演を行いました。参加者は懐かしみながら、当時の苦労話
に聞き入っていました。

～甘い、あまい～
　大きなイチゴ

上野台仮設 大木戸仮設

石母田財産区新旧議員のみなさん
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●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 3 月生まれ）
・9 か月児（平成 25 年 9 月生まれ）

7 月 31 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

７月２日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

歯と口の健康週間
『歯と口は　健康・元気の　源だ』

　6 月 4 日から 10 日までは、「歯と口の健康週間」
です。
　厚生労働省と日本歯科医師会では「8020（ハチマ
ルニイマル）運動」を行っています。町においても
県歯科医師会から認定された方を表彰します。

（詳細については後日回覧でお知らせいたします。）
　この機会に「口の中の健康」を見直してみてはい
かがでしょうか。

『8020（ハチマルニイマル）運動とは？』
　生涯を通じて自分の歯で食べる楽しみを味わえることを目標にした、歯の健康づくりのための運動です。年
齢や食べ物の種類を問わず「噛む」ためには 20 本必要といわれており、“80 歳で 20 本の歯 ” と具体的に数値
化した名称になっています。

 健康コラム　

　　虫歯予防について

　むし歯になるには大きく 4 つの要因
があるといわれています。①むし歯菌②
糖分③歯の強さ④時間です。この 4 つの
要因が重ならないように気を付けましょ
う。具体的には、食後の歯磨きの実施、
歯間ブラシ等の活用、フッ化物の活用（歯
を強くする）、食事・間食は時間を決める、
などです。この機会に出来ることから取
り組んでみませんか？

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

総合検診がはじまります !!
　平成 26 年度の総合検診は 5 月 27 日から 30 日、6 月 2 日から 7 日、9 日（延べ 11 日間）に実施します。

　詳細につきましては、検診が近くなりましたら「総合検診のお知らせ」を各戸に配布いたします。

検　診　名 対　象　者 留　意　点
①胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検診 40 歳以上の方

①～⑥の検診：先に実施しました「健

康管理世帯調査台帳」で町の検診を

希望した方に受診録等を配布しま

す。⑦の検診：検診会場で希望を伺

います。詳細は「総合検診のお知ら

せ」でご案内します。

②健康診査
受診日に満 75 歳 ( ※ ) 以上の方

（後期高齢者医療制度加入者）
③胃がん検診 40 歳以上の方
④大腸がん検診 40 歳以上の方
⑤前立腺がん検診 50 歳以上の男性
⑥骨粗鬆症検診 40･45･50･55･60･65･70 歳の女性
⑦肝炎検査 40 歳以上の方で今まで肝炎検査未受診の方

⑧特定健康診査

（特定健診）

40 から 75 歳未満の方（受診日に満 74 歳ま

での方）（国見町国民健康保険加入者）

国見町国民健康保険加入の対象年齢

の方には町から受診録等を配布しま

す。

①から⑦の検診は町が住民に対して（②の健康診査は県広域連合より町に委託されて）実施しますが、⑧の特
定健診は各医療保険者がその保険の加入者に対して実施します。（保険証でご自身の加入している医療保険者
を確認願います。）
　なお、社会保険加入者の方（被扶養者のみ）も町で実施する健診会場に『保険証』と医療保険者が発行する『受
診券』を持参することで、受診できる場合もありますので各医療保険者からのお知らせ等でご確認ください。

6 月 30 日月は
国見町の献血の日です

実　施　場　所 受付時間
観月台文化センター前 午前 9 時から午前 11 時

（株）大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後 1 時

一心堂薬局前 午後 2 時 30 分から午後 3 時 30 分

福島信用金庫　国見支店前 午後 4 時から午後 5 時

≪ 1 号車≫

≪ 2 号車≫

実　施　場　所 受付時間
八巻石材工業（株）国見工場前 午前 9 時から午前 11 時

（株）大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後 1 時
（株）福梁製作所前 午後 2 時 30 分から午後 3 時 30 分

清水製作所（株）　福島工場前 午後 4 時から午後 5 時

いのちを救う　愛の献血にご協力を !!　麻しん風しんの
予防接種を受けましょう！

　
今年は、麻しん患者の発生が全国的

に増加しています。

　特に 1 期の定期予防接種を開始する

前の 0 歳児と予防接種歴のない 1 歳児

に多く報告が見られています。

　麻しんは、予防接種により発生や重

症化を予防することが期待できます。

　1 歳以上 2 歳未満と、小学校入学前

の１年間のお子さん（平成 20 年 4 月 2

日から平成 21 年 4 月 1 日生まれ）は

定期の予防接種として麻しん風しん混

合ワクチンの接種を受けましょう。

※ 65 歳から 74 歳の方で後期高齢者医療制度加入者も含みます。

＊年齢起算日は平成 27 年 3 月 31 日です。（②の検診以外）
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6
月
の
相
談
会

≪心配ごと相談≫

・開催日及び相談員
26 日 木 武田　涼子 さん

高原ミエ子 さん

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

≪障がい者相談≫
・開催日　17 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

くらしの
情　報

お
知
ら
せ

町
職
員
の
募
集

　

町
で
は
平
成
27
年
度
職
員
採

用
候
補
者
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

▼
一
般
事
務
（
行
政
）
大
学
卒

・
募
集
人
員　

若
干
名

・
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒

業
又
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
。

▼
募
集
期
間
　

5
月
29
日
木
か

ら
6
月
27
日
金
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
6
月
25
日
の

消
印
分
ま
で
）

▼
一
次
試
験
日
　

7
月
27
日
日

▼
一
次
試
験
会
場
　
福
島
市
金

谷
川
１
番
地　

福
島
大
学

▼
二
次
試
験
日
　
一
次
試
験
合

格
者
に
通
知

▼
試
験
方
法
　（
一
次
）
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
適
性
試
験

（
二
次
）
論
文
、
面
接
及
び
集

団
討
論

▼
申
込
用
紙
請
求
　
総
務
課
で

交
付
。
郵
便
で
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
、「
大
卒
試
験
申
込
用

紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分

宛
の
返
信
用
封
筒（
角
形
2
号
）

を
必
ず
同
封
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

総
務
課
庶
務
係　

☎
５
８
５
‐
２
１
１
２

公
立
藤
田
総
合
病
院

　
第
35
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
住
民
に
向
け
て
「
元
気
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
申

し
込
み
不
要
・
無
料
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
29
日
木
午
後
４

時
か
ら

▼
場
所
　
公
立
藤
田
総
合
病
院

受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ▼
演
題　

お
し
っ
こ
は
大
丈

夫
？　

～
腎
臓
病
、
透
析
予
防

に
つ
い
て
～

▼
講
師
　
腎
臓
内
科
・
腎
セ
ン

タ
ー
長　

佐
藤　

啓
二
医
師

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

　
　
　
　
　
表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
福
島
民
報
社
で
は
、
今
年
中

に
金
婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。

▼
該
当
す
る
夫
婦　

昭
和
39
年

に
結
婚
し
た
夫
婦
及
び
そ
れ
以

前
に
結
婚
さ
れ
届
出
を
し
て
い

な
い
た
め
に
表
彰
を
受
け
て
い

な
い
夫
婦

▼
受
付
期
間　

４
月
14
日
月
か

ら
７
月
14
日
月

▼
申
込
み
方
法
　
国
見
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
５
８
５
‐
３
４
２
０

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

    

の
経
営
者
の
皆
さ
ま
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業

が
破
綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費

等
を
残
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
金
融
機
関
と
相
談
し
た
い

方
は
、
ま
ず
は
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
東
北
本
部
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
に
応

じ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

て
無
料
で
専
門
家
を
派
遣
い
た

し
ま
す
。

問
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東

北
本
部　

☎
０
２
２
‐
７
１
６

‐
１
７
５
１

　
す
り
か
み
浄
水
場

　
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

▼
日
時　

６
月
７
日
土
か
ら
８

日
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

【
受
付
時
間
】

▼
場
所　

す
り
か
み
浄
水
場

▼
主
な
催
し　

①
浄
水
場
管
理

本
館
内
の
見
学
②
ビ
デ
オ
上
映

③
摺
上
川
ダ
ム
紹
介
コ
ー
ナ
ー

④
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
⑤
水

道
水
試
飲
会
⑥
構
成
団
体
コ
ー

ナ
ー
⑦
お
た
の
し
み
コ
ー
ナ
ー

※ 6 月 2 日月に人権相談と合同によ

る相談会も開催します。

　　
　　人口　　  9,893 人（△ 27）　
　　  男　　    4,743 人（△ 19）
     　 女　        5,150 人（△　8）　
　    世帯　  　3,410 世帯（ +4）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年 3 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

　業務時間内にご利用できない方は、是非ご利用ください。
　≪窓口延長の日≫　5 月 15 日、22 日、29 日
　　　　　　　　　    6 月 5 日、12 日、19 日、26 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

（
水
ヨ
ー
ヨ
ー
、
風
船
な
ど
）

⑧
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
『
す
り
か

み
の
水
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
事

業
団
総
務
課

☎
５
４
１
‐
４
１
０
０

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と

　
　
な
ど
の
相
談
を
受
付

　

毎
年
６
月
１
日
は
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の

日
に
合
わ
せ
、
町
で
は
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と

の
相
談
を
受
け
付
け
る
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
次
の
日
程
に
よ

り
人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、国
・

県
・
町
の
行
政
問
題
に
関
す
る

行
政
相
談
委
員
と
地
域
の
お
悩

み
ご
と
に
関
す
る
民
生
児
童
委

員
も
会
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
付
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や

お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
２
日
月
午
前
９

か
ら
12
時

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー　

第
１
会
議
室

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者

　
派
遣
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
耐

震
診
断
を
希
望
す
る
方
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
左
記
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

建
物
の
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
計
画
の
作
成

▼
対
象
建
物　

昭
和
56
年
以
前

の
木
造
住
宅

▼
個
人
負
担　

６
０
０
０
円

▼
そ
の
他　

耐
震
診
断
の
結
果

に
よ
り
、
改
修
対
象
と
な
っ
た

場
合
、
耐
震
改
修
工
事
費
用
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
建
設
課
管
理
係　

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

渡邉旭
あ さ ひ

柊ちゃん
歩さん　紗弓さん

齋藤叶
か な め

芽ちゃん
敏行さん　美緒さん
新妻向

ひ ま り

茉莉ちゃん
裕樹さん　愛さん

松川太
たいよう

陽ちゃん
鵬さん　舞さん

（藤田光陽）

（ 前 田 ）

（ 第 ４ ）

（ 宮 東 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

●結 婚 お め で と う ●　

戸 籍 の 窓 口
3 月 21 日～ 4 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

東海林正尚さん
高橋　歩　さん

赤根拓磨　さん
寺島美穂　さん

（ 本 町 ）

（山崎沢田）

大 場 　 博 さ ん 83 （ 前 田 ）
吉 田 利 雄 さ ん 87 （ 山 崎 舘 ）
本 多 コ ト さ ん 86 （ 第 ７ ）
佐藤八千代さん 89 （石母田表）
菊 地 　 清 さ ん 82 （ 大 町 南 ）
德 江 茂 吉 さ ん 95 （ 第 ７ ）
樋 口 秋 夫 さ ん 90 （ 第 1 ）
池 田 ナ ヲ さ ん 93 （山崎沢田）
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行事のお知らせ

5 月 10 日 土 みみずく「おはなし会」
13 日 火 阿津賀志学級「開講式」
14 日 水 くにみ女性教室「開講式」
18 日 日 町長杯スポーツ大会

（総合開会式・ソフトボール）
20 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
21 日 水 子ども移動図書館（1 年生）
22 日 木 ブックスタート
24 日 土 少年仲間づくり教室「開講式」

町長杯スポーツ大会（卓球）
25 日 日 町長杯スポーツ大会

（軟式野球、家庭バレーボール）
27 日 火 阿津賀志学級「交通安全教室」
30 日 金 成人学級

「移動教室（茂庭ダム等）」
31 日 土 国見っ子わんぱく広場「開所式」

町長杯スポーツ大会
（グラウンドゴルフ、テニス）

6 月 2 日 月 休館日
3 日 火 ＪＦＡ夢の教室

～ 4 日 水 　　　（国見小 5 年生）
10 日 火 阿津賀志学級

「研修旅行（いわき方面）」

　

３
月
28
日
、
開
催
し
た
家
庭

教
育
応
援
講
座
「
春
休
み
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
で
は
、
親

子
９
組
（
25
人
）
が
参
加
し
て
、

明
治
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ロ
ン
栄
養

士
か
ら
、
乳
製
品
を
使
っ
た
料

理
の
指
導
と
食
育
に
つ
い
て
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
」
づ
く
り

で
は
お
菓
子
の
カ
ー
ル
を
細
か

く
砕
い
て
生
地
に
混
ぜ
込
ん
だ

り
、
ま
た
デ
ザ
ー
ト
の
「
テ
ィ

ラ
ミ
ス
」づ
く
り
で
は
、板
チ
ョ

コ
を
砕
い
た
り
、
生
ク
リ
ー
ム

を
混
ぜ
た
り
と
子
ど
も
で
も
簡

単
に
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
会
食

し
な
が
ら
牛
乳
に
つ
い
て
学

び
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と

が
一
日
の
元
気
の
源
に
つ
な
が

る
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お菓子を使った料理に挑戦

　

４
月
25
日
、
29
人
の
学
級
生

の
出
席
の
も
と
成
人
学
級
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
花
井
忠
学
級
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
今

年
度
新
入
生
７
名
の
紹
介
が
あ

り
、続
い
て
岡
崎
教
育
長
か
ら
、

成
人
学
級
の
活
動
を
全
員
一
緒

に
楽
し
く
進
め
て
欲
し
い
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
藤
田
総
合
病

院
副
院
長
佐
藤
昌
宏
先
生
か
ら

「
認
知
症
を
知
っ
て
『
ぼ
け
』

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ

簡
単
☆

　

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
加

齢
に
よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
の

違
い
や
認
知
症
の
兆
候
が
見
ら

れ
た
場
合
は
早
急
に
病
院
で
診

断
を
受
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
認

知
症
予
防
に
は
食
事
に
気
を
つ

け
る
と
共
に
運
動
を
積
極
的
に

行
い
、
ま
た
、
趣
味
を
持
っ
て

生
き
生
き
と
生
活
す
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
も
話
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
互
い
に
健
康
で

一
年
間
活
動
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
今
年
度
の
成
人
学
級
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
認
知
症
」
を
防
い
で
生
き
生
き
と
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
学
級
開
講
式

「健康で元気に」スタートした成人学級生

沢木順　復興支援コンサートⅣ
◆日　時 　6 月 22 日日午後 2 時開演

◆場　所　観月台文化センター体育館

◆入場料　　無料（全席自由）

◆特別出演　日舞若柳流 若柳会、国見フラクラブ

◆問い合わせ

　沢木順コンサート実行委員会　

　　代表　阿部　

　　☎ 585-2648

　観月台文化センター　

　　☎ 585-2676

初
め
て
の
絵
本

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

平成 26 年度町民講座

万能調味料「塩麹」づくり
＆麹料理教室

◆第１回　6 月 13 日金　

　　　　　塩麹・醤油麹・甘麹づくり

　　　　　午前 10 時から午前 11 時 30 分

◆第 2 回　6 月 25 日水　麹を使った料理づくり

　　　　　午前 9 時 30 分から午後 1 時

◆場　所　観月台文化センター　栄養指導室

◆講　師　小賀坂ひとみさん（ハーブぷりえーる主宰）

◆対　象　一般町民及び国見町に在勤する方

◆定　員　25 名程度

◆材料費　1,500 円程度（全 2 回分）

◆申込み　5 月 30 日金まで

学校支援ボランティア大募集
～できることを・できるときに・

　　　　できるところからはじめてみませんか～

◆幼稚園・保育所、小・中学校における様々な活動

を支援できる方を人材バンクに登録します。

◆ボランティアの活動内容（たとえば・・・）

　・野菜の育て方・登下校の見守り・しめ縄つくり

　・樹木剪定・運動会など学校行事の補助

　その他、いろいろな活動があります。

◆募集対象者

　学校の要請に応じ、支援に協力できる地域住民

◆申込み

　生涯学習課・学校教育課にあります登録用紙に記

入のうえ、提出してください。

　国見町ホームページからも印刷できます。

◆問い合わせ

　生涯学習課

   　☎ 585-2676

    学校教育課　

      ☎ 585-2892

募集

阿
津
賀
志
学
級
を

      
　    

担
当
し
ま
す

　

今
年
度
か
ら
、
国
見
町
社
会

教
育
指
導
員
と
し
て
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
と
と
も
に
、
学
級
で
の

学
習
が
有
意
義
な
も
の
に
な
り

す
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

坂内明生さん文化財ボランティアの説明を
聞く国見小児童

初めての絵本を手渡すブックスタート

　

町
で
は
、
平
成
17
年
よ
り
町

内
在
住
の
乳
児
と
保
護
者
を
対

象
に
３
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
移
動

図
書
館
指
導
員
が
赤
ち
ゃ
ん
絵

本
の
紹
介
と
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
の
実
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
介
し
て
大
人
か
ら
の

や
さ
し
い
言
葉
か
け
が
赤
ち
ゃ

ん
の
言
葉
と
豊
か
な
心
を
育

み
、
さ
ら
に
赤
ち
ゃ
ん
と
向
き　

合
う
ひ
と
と
き
で
大
人
に
と
っ

て
も
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手
渡

し
て
い
ま
す
。

　学校支援地域本部事業
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日 月 火 水 木 金 土
9 10

・�いきいきサロン�
第８・第９�
（午後1時半～）

・�広報くにみ発行日
・�ももたんFM

11 12 13 14 15 16 17
・�いきいきサロン�
川内�
（午前10時～）�
山崎�
（午後1時半～）

・�阿津賀志学級開
講式

・�いきいきサロン�
第３�
（午後1時半～）

・�くにみ女性�
教室開講式

・�いきいきサロン�
第２�
（午後1時半～）
・�乳幼児健診�
３歳６か月
・�戸籍窓口延長日�
（午後7時まで）

・�いきいきサロン�
大木戸�
（午後1時半～）
・��ももたんFM

・国見小学校運動会

18 19 20 21 22 23 24
・�町長杯スポーツ大会
（総合開会式・�
　ソフトボール）

・�いきいきサロン�
泉田下 
（午後1時半～）

・�いきいきサロン�
内谷・鳥取�
（午前10時～）�
德北�
（午後1時半～）

・�障がい者相談

・�いきいきサロン�
第１�
（午後1時半～）

・�いきいきサロン�
大枝（午前10時～）�
泉田中（午後１時半～）
・�乳幼児健診３・９�か月
・�心配ごと相談
・�戸籍窓口延長日�
（午後7時まで）

・�いきいきサロン�
光明寺 
（午後1時半～）

・��ももたんFM

・�町長杯スポーツ大会
（卓球）

・�少年仲間づくり�
教室開講式

25 26 27 28 29 30 31
・�町長杯スポーツ大会
（軟式野球・�
家庭バレーボール）

・�いきいきサロン�
板橋�
（午前10時～） 
高城�
（午後1時半～）

・�いきいきサロン�
石母田�
（午後1時半～）

・�総合検診
・�阿津賀志学級

・�いきいきサロン�
貝田 
（午後1時半～）

・�総合検診

・�戸籍窓口延長日�
（午後7時まで）

・�総合検診

・�いきいきサロン�
源宗山�
（午前10時～）�
成人学級
・��ももたんFM
・�総合検診

・�町長杯スポーツ大会
（グランドゴルフ・�
� テニス）

・�国見っ子わんぱく
広場開所式

6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 6/7
・�いきいきサロン�
川内（午後1時半～）
・�人権相談�
（午前9時～）
・�税金等納期限�
軽自動車税
・�総合検診

・�いきいきサロン�
内谷・鳥取�
（午後1時半～）

・�総合検診

・�いきいきサロン�
太田川（午後1時半～）
・�総合検診

・�いきいきサロン�
塚野目�
（午後1時半～）

・�戸籍窓口延長日�
（午後7時まで）

・�総合検診

・�いきいきサロン�
第４�
（午後1時半～）

・��ももたんFM
・�総合検診

・�総合検診

6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 6/14
・�いきいきサロン�
山崎�
（午後1時半～）

・�総合検診 
（9日まで）

・�広報くにみ発行日
・�阿津賀志学級

・�いきいきサロン�
第３�
（午後1時半～）

・�いきいきサロン�
耕谷�
（午前10時～）�
藤田�
（午後1時半～）

・�戸籍窓口延長日�
（午後7時まで）

・�いきいきサロン�
第８・第９�
（午後1時半～）

・��ももたんFM

放送日 放　送　内　容

5/16
K(kunimi) ーマッピング
フレッシュ・アイ　ニューズ
食べてみなんしょ、くにみ味

5/23 ウォッチング国見
フレッシュ・アイ　ニューズ

放送日 放　送　内　容

5/30
特集
食べてみなんしょ、くにみ味
K(kunimi) ーマッピング

6/6
特集
フレッシュ・アイ　ニューズ
ウォッチング国見

6/13
ウォッチング国見
K(kunimi) ーマッピング
フレッシュ・アイ　ニューズ

　4月広報で桜の名所を募集し、
皆さんからご連絡いただいた桜
を撮影しました。町にこんな桜
の名所があったなんてと驚くば
かりです。国見町に住んで・・年。
まだまだ知らないことが多いのだ
と痛感しました。これからも足を
使い、国見町のいろいろな顔を
探したいと思います。� （N.K）

あ と が き

くにみ
カレンダー


